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論文内容要旨
 これまで動物個体群の発生・生長などその動態に関する問題はおもに実験個体群で研究され,
 自然個体群の研究け対象の複雑件数量的把握の困難性などによって乏しい。また数少ない自然
 個体群の研究からは,実験個体群とは異なる個体群動態(POPulatiOn鯉1amics)弥唆されて
 いる。
 著者ltクリカボチャGucurbitamaxil㎜に寄生する17タアブラムシAPhisgossyi)iiの自然個
 体群か単独倒木群として取扱うことができることを認めたので,その季節的消長にみられる律動
 現象を個体群生態学的に解析した。
 第1.章この章ではアブラムシ個体群の自然個体群としての性質を吟味した。
 ワタアブラムシはその個体数が圧倒的に多数を占め,1朱の生育期間のほとんど全期にわたって
 長く生息すること,これと比較して他の種類は個体数割合が著るしイ低ぐ出現期間もはるかに短か
 いことが認められた。
 また同じ生活形を有する他種アブラムシとの関係,天敵群との関係など種々の生態学的な種間
 関係がワタアブラムシの個体群動態に重大な影響を一与えているとは考えられなかった。
 従って南瓜株リワタアブラムシは,自然個体群ではあるが,個体数変動・個体群の発生・生長
 衰退むよびそ'の内部構造の問題などについては,単独仙体群とし.て取扱うことができると認めら
 れた。
 第2章この章では研究の対象となったワタアブラムシ自然個体群の動態を記述した。
 ワタアブラムシ自然個体群は南瓜株の季節的消長にお・いて律動的な個体数増減を示した。こ¢)
 とき有翅虫(alatev1viI)arousfemalc:wingedform)群は無翅個体群(wlngiessforms
 ・)rpopuiation)に先行して変動することがみられた。即ち無翅個体群は7月上～中旬,8月一ヒ
 旬,9月中旬,お・よび10月下旬～11月上旬に4っのピークをもち,有翅虫群は6月中旬,7月中
 旬～8月上旬,8月中旬,9月中旬,11月上.中旬の5回すなわち,魚翅個体群の変動といぐ
 らかの時間的ずれをもったピークを示した。この律動的現象は株をちがえてもまた同一株の各蔓
 でも同時的現象としてむこっている。従ってこの変動はアブラムシの固有的季節変動であること
 を示唆すると共に,陳を単位とする個体群変動は蔓を対象として吟味できる。
 この論又では,この、仁うな律動的季節消長の機構を個体群生態学的に解析することを第一の目
 白勺としブ仁。
 憂に蔚ける個体数変動の律動的現象は,各時期ごとに存在する全葉城に一様にはむこらず,そ
 の中の特定の葉位において発達した個体群によってお・こっている。また発達した個体群のある葉
 位の前後では,同じ発達の傾向を示しながらその程度は両側で次第に減少している。
 これ∈)のことは憂にコいける個体群の変動は単一葉における個体群の動態iを吟味.考察すること
 によって理解さ煮.ることを示している。
 なお・このとき,熱望著に発二達する髄1て本辞は,少老攻・∂有'翅虫群iにはじまり,発ゴ重し,たプ猷翅1固イ本吉羊を
 経て,多数の有翅虫群に終っていることが注目される。
 この直面文では,このように個体群は或る特定の葉位によく発達しそれより古い襲位,及び耕し
 い架位にむかって個体群かよく発達していないような分布のバ攻一一ンの瞬溝を明らかにするのを
 1三1的とした。
 第3章この単では上の問題を葉の個体群の発生。生長.衰退¢)問題として解析した。
 栗の無翅個体群は有翅虫辞の移人によって発生する。この有翅虫を移入有翅虫群(immigrant)
go
 とよぶ,移入有翅虫群は若葉と老熟葉とを選好して侵入する。それをもとにして若葉期及び老熟
 葉期の無翅個体群が生長する。
 魚翅個体群は若葉と老熟葉にむいて,単為生殖(卵胎生)によって生長することがてきる。し
 かし若葉にお・ける生長は有翅虫群が若葉の初期、中期.末期のどの時期に移入するかによって決
 定され,有翅虫数,その産仔数は,無翅個体群の生長の程度を決定してはいない。
 有翅虫群が若葉初期と末期に移入した場合には,産れた仔虫の死亡率が高い。またこれから生
 じた無翅雌虫(apterousviviParousfemale)の増殖能力は弱く出生率が低い。この場合には
 仔虫は葉面に散在的に分布することが多ぐ,その死亡率も高い。従ってこれらの場合には個体群
 はほとんど生長することができない。
 有翅虫群が若葉中期に移入した場合には産れた仔虫の死亡率は低く,有翅虫群を中心としてて
 きた単位的な仔虫群は大部分が成熟魚翅個体の群れとなる。ここに生じた無翅雌虫の増殖能力は
 まさり出生率は高い。この場合には仔虫は無翅雌虫を中心として群れをなし、,て生育し,死亡率は
 低い。かぐして葉面には群れ状分布が発達し,このような場合には葉の無翅個体群は著るしく生長
 する。
 生長しない個体群では成熟仔虫,若い仔虫の割合が繰返し変化する不安定な仔虫組成をもつが、
 著るしく生長する個体群の生長期には,若い仔虫が大半を占め成熟仔虫と魚翅雌虫がこれにつぎ
 若い仔虫構造が安定して持続し,増殖率の盛んであることを示す。
 それにひきつづき翅の原基をもつ仔虫の割合が増加する組成変化が診こり,羽化して有翅虫群
 となって無翅個体群は衰退する。これを移出有翅虫(emigrant)とよぶ。
 移出有翅虫の羽化現象は大きな個体群ほど著るしく,その大きさとの間には密度効果的な関係
 が認められる。種々の無翅個体群に論いては,増殖率低下と移出有翅虫群羽化とがその大小に応
 じて組合さつてむこって痴り,小さな個体群はほとんど羽化することなく無翅個体のまま消滅す
 る。
 成熟葉に沿いては魚翅個体群はほとんど増大できず成熟仔虫の割合が増加して増殖率の低下を
 示す令組成となって衰退する。衰退後に小規模な無翅個体群が存在する場合には不安定な仔虫構
 造がつづく。
 有翅虫群が老熟葉に移入した場合にも魚翅個体群は生長する。しかしこれとほぼ同じ頻度でみ
 られる成熟葉期からひきつづいた貧弱な無翅個体群は,移入有翅虫がなくとも葉の状態が老熟葉
 に変化すると共に増殖能力が回復して独自で生長することは,その令組成が若い仔虫を主とする
 ものになることから認められる。この場合には葉の状態の悪化により一旦衰退した個体群が,状
 態の好転により若返り現象をおこしたといえる。なむ有翅虫群が移入した場合にもこの現象は同
 時にむこっていることが考えられる。
 個体群が生長するときには,令組成はこの場合も若い仔虫構造となる。老熟葉期の長い葉では
 その間はこの構造が安定して持続して個体群は著るしく生長する。つづいて若い仔虫のほとんど
 が翅の原基をもつ仔虫となる令組成変化を示して,ほぼ完全に有翅虫群へ転換する。この頃には
 葉は枯死期にはいっている。
 個体群が発達しない場合にはこの場合も移出有翅虫の羽化現象はほとんどおこらず,無翅個体
 のまま消滅する。
 以上のように南瓜の葉のワタアブラムシ個体群が発達するかどうかは移入有翅虫群と葉の状態
 との関係,無翅個体群と葉の状態との関係の2つによって規定される。
 南瓜の葉の個体群の生長、衰退現象はすべて上述の内容を基本として理解することができ,特
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 殊的左生長と衰退の状態は蔚もに葉の寿命の短縮による葉の状態経過の短縮による変形とし
 てかこっている。その1つは若葉期と老熟葉期の2つの個体群が成熟集期の中だるみ的な個体群
 によって複合された単峰型をなすようになり,他の1つは株の初期の特殊な葉の個体群の混合的
 な単峰型である。これらはすべて令組成の変化によってもみられる。
 以上の葉の個体群の生長と衰退を有翅虫群と無翅個体群との経過としてみると,少数の移入有
 翅虫群(1mmigrant)→大きな無翅個体群(wlnglesspopulatlon)→多数の移出有翅虫群
 (emigrant)という経過を基本としている。そしてこの移出有翅虫群は新らし.い生息場所へ移
 入して次の魚翅個体発達のパイオニアとなる。
 第4章この章では第3章の知見によって第2章にのべた南瓜の株におけるワタアブラムシ自然
 個体群の季節的消長を吟味、考察した。
 季節的消長に寿げる個体群の律動的変動は特定の葉位に発達した個体群によってピークを形成
 し,それが衰退すると谷となり,その経過は結局一枚の葉におけると同様に、移入有翅虫群→無
 翅個体群→移出有翅虫群という経過の繰返しである。そして移出有翅虫群と次の無翅個体群に先
 行する移入有翅虫群とは同一母集団に属する個体である。このようにして、南瓜に発達する無翅個
 体群の律動は,有翅虫群の出現によって規定される。
 すなわち,ワタアブラムシ自然個体群は南瓜の生育期間中に於いては5回の有翅虫群か出現し,
 その間に4回の無翅個体群を発達させる律動的季節消長を示すといえる。しかし移入有翅虫群の
 葉の時期の選好,葉の生育時期と無翅個体群の発達の多少のために,株全体の全期間を通してみ
 ると,ある特定葉域を中心に4個の分布パターンをもつようになる。
 また,南瓜の株には生育段階の異なる葉が葉位II質に配列して存在し,有翅虫群はその移入時期
 に存在する葉のうち若葉或いは老熟葉を選好するが,無翅個体群はその移入が若葉中期或いは老
 熟葉期に合致した場合に著るしぐ発達することになる。これより古い葉位てはその移入は若葉末
 期に,それより新らしい葉位では若葉初期にずれるようになっているので発達程度が次第に減じ,
 律動現象のそれぞれのピークにおいては無翅個体群生長の著るしい葉位を中心に,その前後の葉
 位に順次個体群が小さぐなる現象が沿こるのである。
 以上のべたように南瓜におけるワタアブラムシ自然個体群の季節的な動きは,これら2つの現
 象の複合されたものとして理解することができる。
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論文審査要旨
 従来,野外の自然個体群の生長.発達、衰退の過程を解析した報告は少ない。これは野外では
 単独個体群とみなせるものが少なく,さらに,その発達過程を一貫してとらえることが困難なこ
 とに原因があった。小野はクリカボチャに寄生するワタアブラムシの自然個体群が単独個体群と
 みなせることを認め,その生態学的研究を行った。
 ワタアブラムシ個体群はカボチャの株において季節的に律動する個体群の消長を示すが1この
 律動現象は株をちがえても,また,蔓をちがえても同時的現象としてみとめられることから,こ
 れは,この個体群固有の律動と考え,その解析を第一の目的とした。また,個体群は蔓の全葉域
 に一様に発達するのではなく,ある特定葉域を中心とした分布パターンをもつことを明らかにし
 その解析を第2の目的とした。
 これらの問題をとぐために,小野は1枚の葉における個体群の生長・発達・衰退の経過をその
 出生率,死亡率,年令(令期)組成の点から吟味した。その結果,ワダアブラムシ個体群は移入
 有翅虫をパイオニアとして生長しはじめ,無翅個体群の増殖発達を経て移出有翅虫に経る一段良勺
 経過を明らかにした。
 まず,無翅個体群の発達する葉は,有翅虫が葉の若葉期及び老熟期を選んで移入することによ
 って決定されるが,魚翅個体群の成長には移入有翅虫の多少,その産出仔虫の多少は無関係で,
 有麹虫の産出仔虫の死亡率,その仔虫が成熟した後の出生率,ひきつづいてむこる無翅虫の出生
 率,死亡率の大小が直接関係すること,そして,これらの現象は葉の生育時期と関連し,その結
 果無翅個体群は有翅虫が若葉中期及び老熟期に移入した場合にいちじるしぐ発達することをたし
 かめた。或る特定葉域を中心に個体群が分布し,発達するのはこのように葉の状態との関連によ
 って決定されることをたしかめた。
 よく発達した個体群では,その密度効果現象として移出有翅虫を出現させるが,この有翅虫は
 その時みられる若葉期,老熟期の葉を選択して移入虫として侵入し,新たな個体群発達のもとに
 なる。こうして季節的な個体群発生消長にむける律動現象は有翅虫の発現回数にもとづいてひき
 お・こされることを明らかにした。
 以上,概要をのべたが,小野の研究はアブラムシ自然個体群の生態学に重要な貢献をしただけ
 でなく,ひろく個体群生態学に寄与することが大である。
 よって小野泰正の提出した論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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